
 

会   議   録 

会議名 相模原市米軍基地返還促進等市民協議会 令和７年度理事会 

事務局 基地対策課 電話０４２－７６９－８２０７（直通） 

開催日時 令和７年８月２０日（水）午前１０時００分～午前１０時４０分 

開催場所 相模原市役所本庁舎 本館２階 第１特別会議室 

出 

席 

者 

役 員  ２４人 

事務局 ４人（市長公室長、基地対策担当部長、他２人） 

会議次第 

１ 開 会            

２ 議 題     

（１）本年度の要請について 

（２）視察・調査等について 

３ 閉 会 

審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。（○は委員の発言、●は事務局の発言、◎は会長の発言） 

１ 開会 

  本村会長あいさつ 

 

２ 議題 

（１）本年度の要請について 

事務局からの説明の後、役員からの意見を踏まえ、資料の一部修正を行うこ

とで承認された。 

質問・意見の概要は次のとおり。 

 

 ○ 米軍ヘリコプターのリフティング訓練について。相模総合補給廠の北側外周

道路をフェンス沿いにヘリコプターが通り、荷物の脱着をする訓練が、１９時

半から２１時過ぎくらいまで行われることがある。低空で飛んでいるため、自

宅の雨戸が振動するくらいの騒音となっている。うるささの根拠を数値で示し

ていきたいため、補給廠北側に騒音計を設置することを検討してほしい。 

 ◎ （事務局に対し）相模原駅南口の自動車駐車場に設置されている騒音計を移

設することは検討可能か。 

● 相模原駅南口に騒音計を設置した当時と状況が変わってきていると承知し 



ている。今後、北側外周道路沿いに騒音計を設置可能な場所があるか、なども

含め、対応を検討してまいりたい。 

◎ 令和６年度頃からヘリコプター騒音の苦情件数も増加しており、私自身、直

接市民からの苦情をいただくこともある中で、問題の正確な数値化をしていく

ことは重要。移設の方向で検討していきたい。 

〇 騒音計を増設する検討の余地はあるのか。 

●  増設費用も高額になることが見込まれるため、２箇所を測定して、音の大き

い箇所と小さい箇所とで差を出すよりは、大きい箇所一つにまとめた方が、う

るささを伝えていく上での印象が強いと考える。 

 

〇 市に寄せられた苦情の中で、ヘリコプターと航空機以外の苦情はあるか。 

● 米軍基地に隣接している地域にお住まいの方から、米軍基地の草刈りや雨水

の流出による、米軍に由来する生活上の相談は受けており、米軍に対応を依頼

している。 

 

◎ 新磯地区ではヘリコプターの騒音の状況はいかがか。 

○ キャンプ座間のヘリポートから近い場所に住んでいるが、近所の人たちは特

に夜間の騒音が気になると話している。パイロットが地上から目視できるほど

低空でヘリコプターが飛んでおり、茶箪笥が動いたり、テレビの音が聞こえな

かったりという状況。私は騒音に慣れてしまっているところもあるが、やはり、

日米地位協定の結果として米軍基地があり、すぐに返還していただくことも難

しい以上は、コミュニケーションをとって、解決をしていけたらと思う。 

 

〇 ８月１４日の朝、９時前後に非常に激しい爆音があった。範囲は、相模大野

の駅周辺から東林間まで。１４日はお盆期間中のため、帰省されていた方から

話を伺うと、久しぶりに聞く凄まじい音だったとのこと。前日の１３日には横

須賀にイギリスの空母艦載機が寄港していたとのことだが、市へは事前の情報

提供がされていたのか、また、１４日の爆音との因果関係があるのか教えてほ

しい。 

● まず、市としては、お盆期間中は訓練の自粛をお願いしたい、と様々な機会

に米軍に対し伝えているが、引き続き訴えていく必要性を感じている。横須賀

には現在、イギリスの空母「プリンス・オブ・ウェールズ」ほかノルウェー海

軍の艦艇など３隻が寄港している。防衛省からは、６月２５日に地元市である

横須賀市と神奈川県に対し、神奈川県上空で訓練することはないと報告があっ

たとのこと。国や県、横須賀市のホームページには掲載されている。改めて、

お盆期間中の飛行については、控えていただくよう伝えていきたい。 

 

○ キャンプ座間にあるゴルフ場の支柱について、令和元年の台風の際に、千葉

県のゴルフ場で防球ネットの支柱が倒れ、家が倒壊した。建築基準法上では支

柱は風速３４メートルに耐えられるよう設計されているものの、令和元年の台

風は風速６０メートルに達していたため、キャンプ座間の支柱についても倒壊

しないよう、早急に暴風対策を施すべきと考える。以前にも本会議で取り上げ



てきた案件で、すでに事故から約７年経過しているが、今の状況と今後の予定

は。 

● 暴風対策が必要なことは仰るとおりで、要望書にも記載をしている。なお、

ゴルフ場によっては強風時に風を受けにくくするため、ネットを下げているな

ど、色々と対策があるようなので、国にも掲示し、引き続き対策するよう訴え

ていく。 

◎ 台風１９号は、本来支柱が倒れる可能性もある強風だった。ゴルフボールの

飛び出しについては対策をしていただき、改善もしているが、司令官との面会

の際には、ネットを下げられるものに変えてほしいなど、直接訴えてまいりた

い。ヘリコプターの騒音の実情についても、本日委員のみなさんから伺った内

容をお伝えしていく。 

 

○ ゴルフボールの飛び出しについては、１８ホールある必要があるのか疑問で

ある。住宅側のホールを閉めてしまえば、飛び出しの心配はないのではないか。

要請書に記載することは可能か。 

● 具体的に記載するのではなく、要請書要約に記載の「ボール飛び出しについ

ては引き続き飛び出しが生じないよう必要な対策を徹底すること」という文言

を削除せずに生かすことで対応させていただきたい。 

 

（２）視察・調査等について 

事務局からの説明の後、原案のとおり承認された。 

質問・意見の概要は次のとおり。 

 〇 今年度実施予定の講演会は、どのような内容を予定しているか。 

 ● 現在の日米関係について分かるような内容のもの、特に日米地位協定に関す

るものなど、過去の講演会の内容も参考にしながら今後決定していく。 

 ◎ 何か希望などあればご意見をいただければと思う。 

 

３ 閉会 

大木副会長あいさつ 

以 上   

 

 


